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めまぐるしく変化する環境の中で企業が成長・発展するためには市場や消費者の変化を読み
取り、自社の製品やサービスを受け入れてもらうためにマネジメントする必要がある。本講義
では、主にモノ（製品） を対象に、マーケティング戦略を考察する。具体的には、環境分析、
STPマーケ ティング、マーケティング・ミックスを中心に取り上げる。

マーケティング特論 担 当 者 未 定

人間の社会的行動の原理とメカニズムを、社会心理学の視点から考える。社会的行動は、そ
の分析単位によって、個人レベル、集団レベル、組織レベル、集合行動に大別できる。それぞ
れの行動の性質とその背後にある心理的プロセスを、理論的実証的に解明していきたい。

社会心理学特論Ⅰ 酒井 春樹

この科目は、経営学の外国語文献の講読をつうじて、外国の経営学の内容把握を行い、日本
の経営学で用いられている 用語、方法、理論の概要を把握することを目的とする。 
そのため、2015年度は、英語文献を用いて、アメリカの主要な経営学理論の概要と特徴を読
み解いていくこととする。テキストには、アンドレア・ガボー ル著『資本主義の哲人たちーモ
ダーン・ ビジネスの天才たち、その生涯、時代、 および思想ー』を取り上げ、13人のアメリカ経
営学の俊英たちの理論とその生成背景を学ぶ。

外国文献研究Ⅰ 小山 修

本講義のねらいは、英語文献を読み翻訳するなどの決まり切ったパターンだけではなく、現
実的に使える英語力を目指して、外国の友人に手紙を出すことのできるレベルの能力を身に
つける、How to Write English Letters（手紙の書き方やお礼文など）をマスターすることであ 
る。加えて、手紙などに書いた文章を口頭で表現できるように、基礎的にマスターしておくべ
きことを学ぶことで、国際化時代にふさわしい能力を身につけることを目的としている。

外国文献研究Ⅱ 明 泰淑

流通システム特論 平成29年度休講

社会心理学特論Ⅱ 平成29年度休講

経営学特別講義 平成29年度休講

教員紹介
01

02

03

04
経営学研究科　教授
伊藤　公紀
担当科目
人工社会特論
人工社会特論演習

プロフィール
北海道札幌市生まれ。北海道教育大学卒業。東京学芸大学大学院修士
課程修了。北海道大学大学院博士課程修了,博士(工学)。北海道情報大
学講師,助教授を経て,2002年に札幌大学に赴任。

研究分野紹介
専門は教育情報工学。教育・学習の知識・技術は,学校教育のみなら
ず企業や組織の中でも極めて重要です。最近は,グラフや絵図・写真
といった非連続型テキストの読解を 「看図アプローチ」と呼ばれる
手法を用いて行うための教材開発や授業モデルについて研究を
行っています。

研究科の特色
社会人や日本人学生だけではなく,海外留学生も多数在籍している
のが本研究科の特徴です。経営学はヒト・モノ・カネ・情報という経
営資源を効率的に活用してどのように企業を豊かにしていくかを考
える学問です。国際色豊かなスタッフや院生を有する本研究科は,日
本国内だけではなく国際的な経営問題にも関心を向けやすい環境
と言えるでしょう。

院生に大学院生活で得てほしいこと
修士課程は2年間という短い期間ですが,大学の4年間では味わえな
い体験が詰まっています。一つのテーマについて掘り下げていき,教
員や仲間と議論を進めていく過程は, 皆さんが想像している以上に
知的好奇心が満たされるものです。研究の楽しさを感じて欲しいと
願っています。
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利害関係者の意思決定に資する会計情報提供の理論領域を財務会計論と称している。この
場合、特に利益情報に焦点を当てて、その形成に向けての数値化に関わる方針決定や選択
や判断の分析を課題とする。国際化や金融自由化といった会計環境の変化の中でいかなる
基準によりまたよるべきかを講義するが、最終的には利益情報形成との関わりで、その分配
可能性と業績指標性とのトレードオフの問題の解明に取り組むことになる。

財務会計特論 佐藤 芳次

情
報
経
営
科
目

企業を取り巻く環境は日々変化しております。したがって、経営者は企業を維持、存続させる
ために常に適切な意思決定を行わねばなりません。経験や勘に頼るのではなく、事業経済性
（business economics) の観点から、合理的な意思決定を行うことが必要になります。この
講義では原価計算のデータが合理的な意思決定にどのように貢献するのか、経営者が合理
的な意思決定を行うために必要な会計データとはどのようなものかなどについて基礎的な
理解を深めた上で、経営意思決定との関連で原価計算の有用性や会計データの限界などに
ついて考察します。

原価計算特論 靍 日出郎

組織の計数管理の手法である管理会計を、戦略的マネジメントコントロールとヒューマン
ファクターとの2面から考察する。管理会計特論 内田 昌利

企業を取り巻く利害関係者が適切な意思決定を行うためには、当該企業によって作成される
会計情報、すなわち財務諸表を入手して分析を行う必要がある。企業の財務諸表をもとに各
種の指標によって経営分析を行うためには、貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計
算書、株主資本等計算書といった個々の財務表における計算構造に対する理解が必要であ
るが、財務表同士がどのように関わっているのかについても学ぶことが重要である。財務諸
表における計算構造を学んだ上で、企業経営の成果を時系列的に比較する、あるいは同業他
社や業界平均との比較を行うために、収益性、安全性、生産性、成長性等の指標を用いた経
営分析の理論や技法について考察する。さらに、近年においてEDINETやIR情報等から入手が
容易となった有価証券報告書等を用いて、実際に総合的な分析・評価を行うことにしたい。

経営分析特論 岩橋 忠徳

会計を、｢利用者にとって有用な情報を提供するシステム」としてみる「会計情報 論（情報会
計）｣の嚆矢はアメリカ会計学会が1966年に発刊した『基礎的会計理論 （ASOBAT）』であると
いわれている。 
その後、｢会計情報論（情報会計）」は、提供すべき有用な会計情報とは何かというより理論的
な側面を研究する「情報会計論」 と、コンピュータを用いて会計情報をいかに迅速・正確に処
理し、伝達するかというより実践的・技術的側面を研究する「会計情報システム論｣とに分化
し、発展してきている。 
この特論では、このような｢会計情報論 （情報会計）」のもつ二つの側面での展開と課題を論
究することによって、今後の｢会計情報論（情報会計）｣を展望する基礎としていきたい。

会計情報特論 小野 保之

平成29年度休講

本講義は、地域振興政策や企業経営上の重要な課題である交通システムや都市再開発など
を対象として、立地環境の分析方法や計画技術の取得を目的とする。具体的には、代表的な
各種の都市・地域モデル（土地利用や空間的相互モデル、ロジスティクスモデルなどを適宜選
択）の体系的理解、適用上の問題などについて学修する。また、本講義は文献調査のほか、各
種統計データを利用した分析を行う。

地域情報システム特論 千葉 博正

コンピュータネットワークは情報流通インフラとして、今や我々の生活に欠かせないものと
なっている。中でもインターネットの出現によって、企業内に閉じられていた情報システムが、
一挙に社会全般におよぶ 広がりを見せるようになり、20世紀型の産業社会に大変革をもた
らしてきた。ここで は、まずコンピュータネットワークの技術論を学習する。そして、インター
ネットが形成するデジタルネットワーク社会の今後について考えてみる。

情報ネットワーク特論 大森 義行

社会を一種の人工物として捉え、シミュレーションやゲーミングを用いて社会事象を理解し
ようとする手法がある。シミュレーションは、我々の社会のように直接的に観察・実験するこ
とが困難な場合に有効である。また、ゲーミングは現実を抽象化した仮想空間の中でルール
に従い、情報交換をしながら意思決定を行う課題解決のプロセスといえる。
本講義では、上記のアプローチによる社会事象の解析手法について学ぶ。

人工社会特論 伊藤 公紀

都市環境システム特論

経営情報システム特論 平成29年度休講
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戦略という対象を学問的にとらえるために、戦略論がある。この講義では、戦略を分析するた
めの方法論、あるいは方法技術について学ぶ。戦略を理解するために、仮説構築や仮説検証
の方法が必要である。戦略論が実証科学として成り立つためには、問題設定と仮説構成、実
証の手続き、結論を得るに至る過程が方法的に確立していなければならない。まず自らが問
題を有し、それを検証するためには、何よりも実地で、目で見、耳で聞き、さらに肌で触れて、
そこから何を学ぶのかを考えなければならない。まず何よりも事実をして語らしめる態度こ
そが、何をおいても重要である。この講義ではその手順について学ぶ。

経営組織特別演習 中本 和秀

この特別演習は、企業の人事・労務管理論をより深く追求するものであることは言うまでも
ない。特に、大競争時代を迎え て、日本企業における人事・労務管理戦略は、どのように変化
しているのか、また、それはなぜか。そして今後その戦略は、どのように変化し続けるのかに
ついて学ぶことにする。例えば、「企業は人なり」という名言にもとづいて人を中心としてきた 
日本の企業が、それまでの終身雇用重視のポリシーから変化し、ドラスチックな人事・労務管
理方法を取っているが、その下での、日本企業の現状と課題は何かについて学ぶ。 
大競争の波に乗り遅れまいと、生産拠点の移転、原材料や低い労働コストを求めて日本を離
れ、その結果、産業の空洞化を引き起こしていると同時に、欧米のような「労働力」の合理化
にもとづく、新しい雇用制度をも取り入れている。この背景にはこれからの競争がいかに優
れた人材を確保し、いかにコストを下げるか、ということと深く関わってくる。 
言い換えれば企業の生き残りのための合理化戦略は、必要不可欠なものとなっている。しか
し、それが行き着くところは、 人事労務管理の人間重視の側面が等閑視されがちである。こ
のような企業の現状と矛盾する経営環境の変化を理解するとともに、新しい人事・労務管理
の望ましい姿を学ぶことにする。

労務管理論特別演習 明 泰淑

特
別
演
習
科
目

経営学原理特別演習

この演習では、現代企業特論の講義で習った基礎理論を応用して、日本・米国・中国の代表的
な企業の現状と動向を分析する。 
履修者は｢現代企業特論｣を受講して、修士論文を企業理論およびその応用に関するテーマ
で書こうと考えている者である。受講者による研究テーマの設定、関連研究のサーベー、デー
タの収集と事例の分析が求められる。テーマに沿った研究発表を3回程度行わせて、論文作
成の指導と助言を行う。

現代企業特別演習 汪 志平

本演習では、まずベンチャー・ファイナンスやマーケティングに関する既出の文献をもとに日
米の比較、とりわけわが国の特徴について整理・評価する。そのような文献調査をベースにし
たうえで論文としてのオリジナリティを見出すために、中小企業の資金調達状況やマーケ
ティングについて検討・調査することも視野に入れたい。具体的には、可能であれば、企業や
各種の関係団体にアンケート調査、もしくは訪問調査などを実施することによって、実態把
握によりきめ細かく迫ることを目指したい。

ベンチャー企業特別演習 佐藤 郁夫

現代の企業をめぐる経営環境は変化が激しくかつ急である。そのため現代企業も多くの新し
い課題や技術に対応できなければ生き残ることさえ難しい。この演習では、それらの新しい
課題や技術に対応する経営管理の動向を研究し、そのなかから修士論文のテーマを見い出
せるようにしたい。
そのためまず経営管理の基礎理論と現代の研究動向の把握を行う。またそれを踏まえての
経営管理の実態の歴史と現状についての研究も不可欠である。これは主に日米の企業の比
較研究を通じて行うが、必要に応じて国際比較の対象を拡大する。 
具体的には、適宜テーマを決め、それに関する文献・資料の収集を行い、かつ報告してもらい
ながら、修士論文に仕上げられるようにする。

経営管理特別演習 内田 一秀

比較経営学特別演習 平成29年度休講

平成29年度休講

経営史特別演習 平成29年度休講

中小企業特別演習 平成29年度休講

経営戦略特別演習 平成29年度休講
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